
                           

 

【事業の目的】 
 町の玄関口である越生駅西口に、観光・ハイキング、移住・定住の拠点とな

る施設を整備し、都市と地方の交流を活性化し関係人口を増加させることを目

的としています。  

 

【事業の内容】 
 ハイカー・観光客へのおもてなし拠点機能に加え、移住を希望する方が気軽

に相談できる窓口、観光写真や陶芸作品を発表できるミニギャラリーを整備す

ることで、都市と地方の素敵な関係人口の増加を促進します。  

 建設された施設は、越生産の西川材（埼玉県産材）や伝統の建具（組子細工）

を随所に取り入れた木造平屋建１６７㎡となっています。  

 越生町は、太田道灌ゆかりの地であり、別事業で駅前に整備した太田道灌像

にちなみ、施設の愛称を「道灌おもてなしプラザ」としました。  

 

【事業年度】 
 令和元年度〔設計〕～令和２年度〔建設〕（２か年）  

 

【予算額（千円）】 
 ６２，３０９千円〔令和元年度～令和２年度〕  

うち５３，１８６千円〔令和２年度分〕  

 

【財源】 
 ふるさと創造資金（県）、ふるさと創造貸付金（県）、一般財源（町）  

 

【事業実施に至った背景・経緯】 
 越生町では、平成２８年に全国初となる「ハイキングのまち」を宣言し、ハ

イキング道や案内板など環境整備を進めています。  
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そのような中、平成３１年３月に越生駅の東口および東西自由通路が開通し、

同時に JR 東日本の駅舎が無人化となり町に譲与されることとなりました。  

駅は観光客・ハイカーに限らず、電車で町を訪れる全ての人を出迎える玄関

口であるため、各種の案内業務や情報発信が課題となりました。  

 そこで、越生梅林・黒山三滝やハイキングコース等の観光案内に加え、空き

家バンクなどの移住相談もできる窓口、観光写真や陶芸作品など様々な展示が

できるミニギャラリーと交流待合スペースを設けることで、越生町の玄関口に

相応しい施設を整備することといたしました。  

 

【事業のＰＲポイント】 
 当施設は、越生駅西口に直結しており、乗降客が気軽に立ち寄れる交流待合

室、案内相談室、ミニギャラリーから構成されています。  

交流待合室には、樹齢１８０年のヒノキの大木を製材した直径４０cm の梁
はり

を使うなど、越生産の「西川材」を随所に利用しています。また、伝統の建具

や組子細工も取り入れ、越生町が古くから木材の町であることも PR していま

す。（西川材：江戸の西の方の川から来る木材。地域団体商標）  

 更に、江戸城を築いた室町時代の名将「太田道灌
お お たど うか ん

」は、越生町で誕生したと

伝えられ、駅近くには逸話の地「山吹の里歴史公園」もあることから、別事業

で駅前に太田道灌像の建立も行いました。これらのことから、越生駅西口総合

案内所の愛称を「道灌おもてなしプラザ」と名付け、広く PR も行ってまいり

ます。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
 令和３年１月のオープンからは、（一社）越生町観光協会の事務所も入りス

ムーズな案内業務に繋げていきます。将来的には指定管理者制度を導入し柔軟

なサービス展開を行っていく予定です。  

 また、越生産の西川材や建具の PR を行うことで、林業・製材業・建具製造

業など産業の活性化にも繋がることを期待しています。  

 

【参考資料】 

 越生駅西口総合案内所  道灌おもてなしプラザ  パンフレット  

 

〔  連絡先  〕  

  企画財政課  企画担当    ０４９（２９２）３１２１（内線２２１）  






